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▪
ふ
る
さ
と
大
使
と
し
て

　

ふ
る
さ
と
大
使
を
拝
命
し
て
か
ら
、
や
っ
て
い
る
こ
と
の

意
味
が
、
僕
個
人
の
範
ち
ゅ
う
よ
り
も
広
く
な
っ
た
の
か
な

と
い
う
感
じ
が
し
て
い
ま
す
。「
渥
美
半
島
に
皆
さ
ん
ぜ
ひ

来
て
く
だ
さ
い
」
と
僕
が
言
う
と
、
田
原
市
公
認
で
言
っ
て

い
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
と
責
任
を
感
じ
ま
す
。

▪
ラ
イ
ブ
と
は

　

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
お
客
さ
ま
が
、
同
じ
時
間
と
、
一
つ
の

音
楽
と
い
う
芸
術
を
共
有
す
る

と
い
う
感
覚
で
す
か
ね
。
聞
い

て
く
れ
る
お
客
さ
ま
の
人
生
の

そ
の
数
時
間
が
、
少
し
で
も
い

い
も
の
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

▪
サ
ッ
ク
ス
と
旅
す
る
人
生

　

こ
の
人
生
で
サ
ッ
ク
ス
と

出
会
っ
て
夢
中
に
な
り
、
人

に
望
ま
れ
よ
う
が
望
ま
れ
ま
い

が
、
演
奏
す
る
自
分
が
プ
ロ
で

あ
ろ
う
が
な
か
ろ
う
が
、
好
き
で
続
け
た
か
っ
た
こ
と
を
続

け
て
き
た
結
果
、
プ
ロ
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
感
じ
で
す
。

サ
ッ
ク
ス
と
歩
み
続
け
る
長
い
旅
の
途
中
に
、
ラ
イ
ブ
を
し

た
日
が
あ
り
、
そ
れ
が
仕
事
に
な
っ
た
日
が
あ
り
、
Ｃ
Ｄ
を

出
し
た
日
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
僕
に
と
っ
て
音
楽
人
生
の
途

中
に
起
き
た
出
来
事
で
、
何
か
一
つ
の
出
来
事
を
達
成
す
る

た
め
に
サ
ッ
ク
ス
を
吹
き
続
け
て
き
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
、
達
成
し
た
ら
終
わ
り
に
な
る
よ
う
な
具
体
的

な
ゴ
ー
ル
は
な
い
け
れ
ど
、
未
だ
聴
い
た
こ
と
の
な
い
素
晴

ら
し
い
音
と
音
楽
を
求
め
、
ず
っ
と
演
奏
を
続
け
て
い
ま
す
。

▪
田
原
市
の
子
ど
も
た
ち
へ

　

世
界
の
超
一
流
の
人
た
ち
は
、
や
り
続
け
た
い
と
い
う
気

持
ち
を
疑
わ
ず
に
や
り
続
け
た
結
果
、
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に

な
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
や
り
た
い
と
思
っ
た

こ
と
を
、
迷
わ
ず
や
っ
て
み
て
ダ
メ
な
ら
ま
た
違
う
何
か
を

や
れ
ば
い
い
。
興
味
を
持
っ
た
ら
そ
れ
を
と
こ
と
ん
や
っ
て

み
る
。
そ
れ
に
費
や
し
た
時
間
は
、決
し
て
無
駄
で
は
な
く
、

そ
こ
に
か
け
た
分
だ
け
成
長
で
き
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　

田
原
市
の
ふ
る
さ
と
大
使
で
、
ジ
ャ
ス
サ
ッ
ク
ス
奏
者
の
太
田
剣
さ
ん
が
、
ふ
る
さ
と

大
使
就
任
後
初
の
凱
旋
ラ
イ
ブ
を
行
い
、
近
況
を
語
り
ま
し
た
。

　
　
田
原
市
ふ
る
さ
と
大
使（
渥
美
半
島
夢
大
使
）

　

太
田
剣け

ん

さ
ん
凱が

い

旋せ
ん

ラ
イ
ブ

投
稿
（
公
財
）崋
山
会

　
崋
山
会
は
、渡
辺
崋
山
の
活
躍
を
顕
彰
す
る
た
め
、そ
の
生
涯
を

調
査
研
究
し
て
い
ま
す
。市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
す
る
と
と
も

に
、崋
山
の
教
え
を
継
承
し
て
い
こ
う
と
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

講
演
会
◉「
渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に
」を
毎
月
11
日
に
開
催

紙
芝
居
◉「
渡
辺
崋
山
物
語
」を
出
前
講
座
で
開
催

崋
山
会
新
春
美
術
展
◉
渡
辺
崋
山
の
偉
業
を
後
世
に
伝
え
る
た

め
、毎
年
美
術
展
を
開
催

本
の
配
布
◉「
少
年
渡
辺
崋
山
」

を
小
学
生
に
配
布

読
書
会
の
開
催
◉
読
み
聞
か
せ

グ
ル
ー
プ
を
募
り
、会
場
と

本
、映
像
を
提
供
し
、読
み
聞

か
せ
を
実
施

感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
◉
市
内
の

小
学
生
を
対
象
に
感
想
文
コ

ン
ク
ー
ル
を
開
催

崋
山
会
館
の
管
理
運
営
◉
部
屋

の
貸
し
出
し
、パ
ー
テ
ィ
や

結
婚
披
露
宴
の
開
催

▪
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝
居
の
貸
し
出
し
、結
婚
披
露
宴
や
パ
ー

テ
ィ
の
開
催
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼（
公
財
）崋
山
会　

☎
22
局
１
７
０
０

22
局
１
７
０
１

 
http://w

w
w

.tees.ne.jp/~kazankaikan/

◦【中央】サックスを演奏する太田さん

◦読み聞かせの様子
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地
域
が
守
る

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
安
全
な
ま
ち

【
人
口
・
世
帯
】…
Ｈ
26
年
３
月
末
現
在

６
７
２
６
人
・
２
４
１
６
世
帯

【
概
要
】

市
の
南
東
部
に
位
置
し
、
今
回
の
３
地
区

は
、
太
平
洋
に
面
し
た
地
域
で
す
。
海
岸

の
崖
が
高
い
た
め
、
住
家
へ
の
津
波
の
心
配

は
な
く
、
比
較
的
安
全
な
地
域
で
す
。

【
取
り
組
み
テ
ー
マ
】

家
庭
で
の
防
災
対
策
の
充
実
・
強
化
！

防
災
意
識
の
向
上
！

【
人
口
・
世
帯
】…
Ｈ
26
年
３
月
末
現
在

８
５
８
人
・
２
５
７
世
帯

【
概
要
】

半
島
の
先
端
に
位
置
し
、
太
平
洋
と
伊
勢
湾

に
囲
ま
れ
、
自
然
豊
か
で
観
光
客
が
多
く
訪

れ
る
地
域
で
す
。
人
口
は
非
常
に
少
な
く
、

最
大
22
ｍ
の
津
波
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
取
り
組
み
テ
ー
マ
】

迅
速
か
つ
安
全
な
津
波
避
難
の
徹
底
！

よ
り
安
全
な
避
難
場
所
の
確
保
！

【
主
な
取
り
組
み
内
容
】

1
小
学
生
に
よ
る
津
波
避
難
看
板
の
設

置
2
伊
良
湖

ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

と
災
害
協
定

の
締
結
3
防

災
キ
ャ
ン
プ
の

実
施
4
よ
り
高

い
場
所
へ
の
避

難
訓
練
の
実

施
な
ど

【
主
な
取
り
組
み
内
容
】

1
家
具
固
定
講
習
会
2
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
促
進
3
津
波
避
難
マ
ッ
プ
の

作
成
・
津
波
避
難
訓
練
の
実
施
4
親
子
ぼ

う
さ
い
教
室
な
ど

【
取
り
組
み
成
果
】

自
分
た
ち
の
ま
ち
の
防
災
力
を
あ
ら
た
め

て
見
つ
め
直
し
た
結
果
、
多
く
の
課
題
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
将
来
の
担
い

手
で
あ
る
子
ど
も
か
ら
若
者
に
講
習
会
や

防
災
教
室
な
ど
へ
多
く
参
加
し
て
も
ら
い
、

地
域
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

【
今
後
の
目
標
】

今
回
の
取
り
組
み
を
一
過
性
で
終
わ
ら
せ
る

こ
と
な
く
、
継

続
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
、
地

域
防
災
力
の
底

上
げ
を
し
て
い

き
ま
す
。

【
取
り
組
み
成
果
】

子
ど
も
た
ち
も
含
め
た
地
域
全
体
で
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
、
伊
良
湖
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

な
ど
の
よ
り
高
く
て
安
全
な
避
難
場
所
の

確
保
や
新
し
い
避
難
ル
ー
ト
の
周
知
が
で
き

ま
し
た
。

【
今
後
の
目
標
】

定
期
的
に
避
難
訓
練
を
実
施
し
、
地
域
一

丸
と
な
っ
て
「
津
波
＝
避
難
」
を
徹
底
し

て
い
き
ま
す
。

　
　

自
主
防
災
会
活
動【
事
例
紹
介
１
】　

神
戸
校
区

　
　

自
主
防
災
会
活
動【
事
例
紹
介
２
】　

伊
良
湖
校
区

田
原
市
で
は
、
市
内
す
べ
て
の
地
区
に
自
主
防
災
会
が
組
織
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
特
性
に
合
っ
た
防
災
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
平
成
25
年

度
の
「
自
主
防
災
活
動
重
点
支
援
地
区
」
と
し
て
、
神
戸
校
区
と
伊
良
湖
校
区
が

取
り
組
ん
だ
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

◦津波避難訓練

◦親子ぼうさい教室

◦避難訓練

◦津波避難看板の設置
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▲連合会主催の校区交流スポーツ大会。汗を流し、交流を深める ▲連合会主催の防災研修会。真剣に地域防災について話し合う

地
域
の
話
題

田
原
市
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
連
合
会

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
を
目
指
し
て

地
区
自
治
会
や
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
と
の
連
絡
・
調
整
・

連
携
協
力
を
行
う
田
原
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
合
会
か
ら

地
区
自
治
会
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

地
区
自
治
会
と
は

　

地
区
自
治
会
（
町
内
会
・
区
）
は
、
一

定
の
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
、
自

主
的
に
結
成
さ
れ
た
団
体
で
す
。

　

お
互
い
の
協
力
の
も
と
、
生
活
環
境
の

向
上
、
防
犯
・
防
災
、
住
民
の
親
睦
融
和

な
ど
を
目
指
し
て
、
１
０
６
地
区
で
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

多
様
化
す
る
地
域
社
会
・
市
民
ニ
ー
ズ

に
き
め
細
か
く
対
処
し
、
市
民
一
人
ひ
と

り
が
暮
ら
し
や
す
い
と
感
じ
る
ま
ち
を
実

現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
行
政
の
力
だ
け

で
は
難
し
く
、
隣
近
所
の
助
け
合
い
か
ら

始
ま
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

地
区
自
治
会
加
入
へ
の
課
題

　

し
か
し
、
近
年
で
は
、
住
民
の
価
値
観

の
多
様
化
や
近
隣
関
係
の
希
薄
化
な
ど
に

よ
り
、
地
区
自
治
会
（
町
内
会
・
区
）
活

動
に
関
心
を
持
た
な
い
世
帯
が
増
え
、
日

常
の
活
動
に
苦
労
し
て
い
る
地
区
自
治
会

も
あ
り
ま
す
。
特
に
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
集

合
住
宅
を
抱
え
る
地
域
に
お
い
て
、
そ
の

傾
向
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

加
入
促
進
へ
の
取
り
組
み

　

田
原
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
合

会
で
は
、専
門
委
員
会
と
し
て
「
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
研
究

会
」
を
設
置
し
、
平
成
23
年
、
24

年
に
「
住
民
参
加
の
推
進
」「
地
域
活
動

の
活
性
化
」「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
神

社
の
関
係
整
理
・
活
用
」
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
現
状
課
題
や
参
考
事
例
の
分

析
、
改
善
・
活
用
方
策
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

今
回
、
そ
の
検
討
結
果
に
基
づ
き
「
地

区
自
治
会
へ
の
加
入
の
ご
案
内
」
を
作
成

し
ま
し
た
。

　

日
ご
ろ
か
ら
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
お

互
い
が
助
け
あ
う
地
域
づ
く
り
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

地
区
自
治
会
へ
ご
加
入
く
だ
さ
い

　
「
地
区
自
治
会
に
入
っ
て
、
自
分
た
ち

の
住
む
地
域
を
さ
ら
に
良
い
地
域
に
し
て

い
こ
う
」
と
考
え
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
作
る
た
め
の
、
第

一
歩
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

お
住
ま
い
の
地
区
自
治
会
（
町
内
会
・

区
）
へ
の
加
入
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。▲地区自治会への加入のご案内パンフレット

平成 26 年 5 月15 日 　　　　　　　　　　　　│ 4 │



CITIZEN’S PLAZA●しみんの広場

平成25年度市民協働関連補助金報告会
採択を受けた６団体が事業成果を報告

平成 25 年度市民協働関連補助事業の採択を受けた団体の事業成果の報告会
が 3 月 20 日（木）、田原文化会館で開催されました。

　「田原市の市民協働まちづくり事業補助金」に採択された 5 団体、「田原市市
民活動向上事業補助金」に採択された 1 団体。各団体の代表者は、交付された
補助金をどのような事業に活用し、より良いまちづくりにつなげたかなどの成
果を、プレゼンテーション用ソフトを使って熱心に報告しました。
　報告会の最後に行われた講評では、市民環境部長から「他の団体が工夫して
いるＰＲ術や講師の探し方などを自分たちの活動に取り入れてほしい」「一般
市民にも活動の楽しさを伝え、仲間をさらに増やしていってほしい」といった
言葉が添えられ、報告会は無事に終了しました。

ＮＰＯ木遊びまごまごネット市民活動紹介

～木のおもちゃで三世代交流を～

孫三人を連れて、昨年９月に開催された福祉センターまつりに遊び
に行きました。折り紙や乗り物のおもちゃがある中、竹ドームに

いっぱい並べられた木のおもちゃで、２歳の孫が楽しそうにいつまで
も遊んでいました。プラスチックでは味わえない、木の温もりのある
おもちゃに引かれたのでしょうか。
　かわいい孫たちにパパ・ママを交え、昔なつかしいママごと遊びや
木のおもちゃで「遊ぼう、話そう、そして三世代の交流を図ろう」と
この団体を設立しました。竹を組んで作った「まごまごドーム」の中
でおじいちゃん、おばあちゃんと子どもたちが楽しく遊び、ママたち
の交流の場になる機会を提供していけたらいいなと思っています。
　環境保全活動を行う「NPO 法人ゆずりは学園」「NPO エコウィンド
ネット」と、木のおもちゃを作る「木好きらく会」と連携をし、東北
の被災地に木のおもちゃや新鮮な野菜を送る活動にも協力していきた
いと考えています。

お問い合わせ 　代表：奥 千恵子（連絡先：鈴木　裕 090-2131-4352 tako-mai@tees.jp）

▲報告会の様子

◉補助金採択団体一覧

支援制度活用

▲まごまごドームの中で木遊びをする子どもたち

☎ 22局 1111（内線812）※開設時間のみ
 23 局 0180 shiminkatsudo@city.tahara.aichi.jp

http://www.city.tahara.aichi.jp/kyoudou/

田原市民活動支援センター メールマガジン配信中です！
センターから市民活動に関する新鮮な情報を
随時、お届けします。配信ご希望の方は、メー
ル本文に「メール配信希望」とご記入の上、
左記センターアドレスへメール送信ください。

団体名 事業名 補助金
清田・福江校区クリーンアップ隊 渥美半島おもてなし道路清掃活動事業

市民協働まちづくり事業補助金
H
ハ ッ ピ ー

appy D
ダ ブ

ub 伊良湖音楽とマーケットの祭典

NPO エコウインドネット エコの風おこそう会！事業

アースデイたはら実行委員会 アースデイたはら２０１３

まつぼっくりの会 紙芝居『永久丸の男たち』製作

あつみ NPO ネットワーク ＮＰＯ人材育成事業 市民活動向上事業補助金

│ 5 │　　　　　　　　　　　　　平成 26 年 5 月15 日
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　　ふるさと「和地」再発見

　和地小学校では毎年、「わじっ子タイム発表会」を行ってい
ます。この発表会は、平成１７年ごろから始まりました。市の

『ふるさと学習』の理念を踏まえ、生活科や総合的な学習の時
間などで１年間学習したことを、各学年１０分間で劇風にま
とめ、保護者やお世話になった地域の方の前で、原稿を見ない
で発表します。
　平成２５年度は、１年「ぴかぴかの １年生」、２年「みんなち
がって、みんないい！」、３年「わじっ子ニュース ～わＺｉＰ！
～」、４年「満点☆ うら山レストラン」、５年「阿南町に行ったら 
こんなところでした!!」、６年「ありがとう 和地小」と題して、工
夫を凝らした発表が行われました。
　この発表会を通して、子どもたちがふるさと「和地」を再発
見したり良さを感じたりするとともに、友達と関わり合いな
がら表現することの楽しさも感じ取っています。
　生き生きと発表する子どもたちの目の輝きが、とても印象
的でした。

ダブルイメージボード※（共同制作）

　伊良湖岬中学校では、今年の４月、全校生徒１０２名による合宿「わかたか合宿」を豊橋市少年自然
の家で行いました。この行事が始まって、今年で５年目になります。
　今年度のわかたか合宿に向けて、昨年度の卒業式後から現２・３年生がダブルイメージボードの制

作に取り組みました。生徒たち
は縦割り班で制作するダブルイ
メージボードの図案を考え、ボー
ドに下書きを始めました。
　合宿では昨年度かいた下書き
に色つけをしました。まだ完成し
てはいませんが、各縦割り班で互
いに協力し合う活動が見られま
した。
　今後も、総合の時間を使い色つ
けを続けていきます。完成したら
文化祭で地域の方々に披露する
予定です。　
　皆さん、ぜひご覧ください。

※【ダブルイメージボード】びょうぶ型のボードに２つのイ
メージの絵を施し、左右から見ると違った絵柄になるもの

◦和地海岸で岩のりを採る１・２年生

◦おいしい梅干しを漬けるぞ！と意気込む４年生

和地小学校「わじっ子タイム」

伊良湖岬中学校「わかたか合宿」

●学校教育課☎２３局３６７９

　今回は、小学校での「わじっ子タイム発表会」と中学校での
「わかたか合宿」をご紹介します。

◦ダブルイメージボード制作の様子

平成 26 年 5 月15 日 　　　　　　　　　　　　│ 6 │



4

たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

　

緑
花
ま
つ
り
が
は
な
の
き
広
場・田
原
文
化
会
館

周
辺
で
開
催
さ
れ
、約
３
０
０
０
名
の
来
場
者
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。フ
ラ
ワ
ー
教
室
や
花
苗
の
無
料
配

布
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、小
学
生
が
花
を
テ
ー
マ
に
描
い

た
作
品
展
が
新
企
画
と
し
て
行
わ
れ
、多
く
の
人
が

足
を
止
め
て
作
品
に
見
入
って
い
ま
し
た
。

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の一
環
で
交
通
安
全
街

頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
道
の
駅
田
原
め
っ
く
ん
は
う
す

周
辺（
国
道
２
５
９
号
）な
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。暖

か
く
な
り
車
で
出
か
け
る
機
会
が
多
く
な
る
こ
の
時

期
。田
原
市
交
通
安
全
推
進
協
議
会
な
ど
約
60
名

が
、ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

緑
あ
ふ
れ
る

ま
ち
が
好
き

４
月
20
日［
日
］

▲好きな花を選んでプランターに植える参加者（子ども寄せ植え教室）

　

田
原
市
ふ
る
さ
と
大
使・渥
美
半
島
夢
大
使
の
プ

ロ
ボ
ク
サ
ー
金
子
大
樹
選
手
が
、母
校
の
衣
笠
小
学

校
と
田
原
中
学
校
で
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。金
子

選
手
は
、夢
を
実
現
す
る
た
め
の
目
標
の
持
ち
方
な

ど
を
話
し
た
ほ
か
、子
ど
も
た
ち
に
ボ
ク
シ
ン
グ
講
座

を
開
く
な
ど
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

夢
を
実
現
す
る
た
め

今
で
き
る
こ
と
は
…

４
月
14
日［
月
］

▲児童となわとび競争を行う金子選手（衣笠小）

交
通
事
故
の
な
い

安
心・安
全
な
ま
ち
に

４
月
９
日［
水
］

▲ドライバーに交通安全を呼びかける参加者たち（国道259号）

│ 7 │　　　　　　　　　　　　　平成 26 年 5 月15 日
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ゴミゴミンと
リサイクルレンジャー

22

皆
さ
ん
は
、楽
し
く
体
験
し
な
が
ら
、資
源

循
環
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。子
ど
も
た

ち
に
芽
生
え
た
小
さ
な
意
識
が
大
き
な
花

を
咲
か
せ
る
と
い
い
で
す
ね
。

▼
環
境
政
策
課

☎
23
局
７
４
０
１

23
局
０
１
８
０

◉
菜
の
花
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

見
ご
ろ
を
終
え
た
菜
の
花
畑
は
今

　
田
原
市
で
は「
た
は
ら
エコ･
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ

構
想
」の
も
と
、菜
の
花
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推

進
し
て
い
ま
す
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
「
菜
の

花
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、農
地
の
健
全
化
な
ど
を

図
る
も
の
で
す
。

◉
主
な
事
業

◦
菜
の
花
の
栽
培

◦
菜
種
の
利
活
用

◦
廃
食
用
油
の
利
活
用　

　

菜
種
の
ほ
場
で
は
、毎
年
10
月
ご
ろ
に
種

を
ま
き
、５
月
下
旬
に
収
穫
を
迎
え
ま
す
。

菜
種
の
収
穫
は
、タ
イ
ミ
ン
グ
が
難
し
く
、適

期
を
逃
す
と
サ
ヤ
が
乾
い
て
種
が
こ
ぼ
れ
て

し
ま
う
た
め
、知
識
と
経
験
が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、市
で
は
特
定
非
営
利
活
動
法
人

田
原
菜
の
花
エ
コ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
皆
さ
ん
に

管
理
を
委
託
し
、菜
種
の
刈
取
り
・
選
別
・

乾
燥
作
業
を
行
って
い
ま
す
。

　

ま
た
、こ
れ
か
ら
の
時
期
、ヒ
マ
ワ
リ
の
種

ま
き
作
業
も
始
ま
り
ま
す
。こ
れ
は
、ほ
場

の
維
持
管
理
の
た
め
作
付
け
す
る
も
の
で
、

市
内
の
保
育
園
・幼
稚
園
、小
学
校
で
も
種

ま
き
体
験
が
行
わ
れ
ま
す
。園
児
・児
童
の

▪
赤
潮
と
は
？

　

赤
潮
と
は
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
大
量
発
生

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
現
象
で
す
。
優

占
す
る
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
種
類
に
よ
って
、
赤

褐
色
や
茶
褐
色
、
時
に
は
緑
色
（
ア
オ
コ

と
呼
ば
れ
ま
す
）
に
見
え
た
り
し
ま
す
。

▪
赤
潮
に
な
る
と

　

赤
潮
に
な
る
と
水
中
の
酸
素
濃
度
が
低

下
し
た
り
、
魚
の
え
ら
に
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が

詰
ま
っ
た
り
し
て
窒
息
し
、
漁
業
被
害
が

生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
あ
さ
り

な
ど
の
貝
類
や
養
殖
魚
は
赤
潮
か
ら
逃
げ

る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
被
害
が
大
き
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
ノ
リ
の
色
落

ち
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

▪
ど
う
し
て
赤
潮
に
な
る
の
？　

　

窒
素
や
リ
ン
な
ど
の
水
中
の
栄
養
塩
が

多
く
な
る
（
富
栄
養
化
）
と
そ
の
栄
養
を

利
用
し
て
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
大
量
発
生
す

る
た
め
赤
潮
が
起
こ
り
ま
す
。
特
に
三
河

湾
の
よ
う
な
閉
鎖
性
水
域
は
水
の
入
れ
替

わ
り
が
少
な
い
た
め
赤
潮
が
発
生
し
や
す

い
環
境
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
春
先
に
日

照
時
間
が
長
く
な
る
と
と
も
に
水
温
も
上

昇
す
る
た
め
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
活
動
が
盛

ん
に
な
り
赤
潮
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま

す
。

▪
赤
潮
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に　

　

赤
潮
の
発
生
を
防
ぐ
に
は
富
栄
養
化
さ

せ
な
い
と
こ
が
大
切
で
す
。

◦
単
独
浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
方
は
合

併
浄
化
槽
へ
転
換
す
る
よ
う
に
努
め
る

◦
畑
へ
の
施
肥
は
適
量
を
守
る

◦
洗
剤
は
適
量
を

使
う

◦
油
は
吸
収
剤
や

古
新
聞
な
ど
に

吸
い
取
り
可
燃

ご
み
と
し
て
捨

て
る

　

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
ま

し
ょ
う
。

▼
環
境
政
策
課

☎
23
局
３
５
４
１

23
局
０
１
８
０

　

み
な
さ
ん
は
海
や
池
が
赤
色
に
染

ま
っ
て
い
る
の
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
？
今
回
は
赤
潮
の
原
因
と
発
生
を

防
ぐ
方
法
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

◉
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
登
録
者
数

個
人
２
５
４
４
人
・
事
業
所
97
カ
所（
４
月
末
現
在
）

▲昨年のひまわりの種まきの様子　　　　　

　
「
た
は
ら
エ
コ
・ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
構
想
」

の
動
画
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
信
し
て
い

ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
田
原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→
た
は
ら
ス
タ
イ
ル

「
動
画
配
信
」

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/
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自
宅
の
無
料
耐
震
診
断
を
受
け
よ
う
！

しろ
ちゃん皆

さ
ん
、
自
宅
の
耐
震
対
策
は
お

済
み
で
す
か
。
今
回
は
、
木
造

住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

▪
な
ぜ
耐
震
診
断
が
必
要
な
の
か

　

地
震
や
津
波
が
起
き
た
と
き
、
避
難

し
よ
う
と
し
て
も
、
自
宅
が
倒
壊
し
て
下

敷
き
に
な
って
し
ま
って
は
、
逃
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
家
具
を
固
定
し

て
い
て
も
、
家
自
体
が
倒
壊
し
て
し
ま
って

は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
自
分
の

家
の
耐
震
性
を
知
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

▪
無
料
耐
震
診
断
の
対
象
は

　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
住
宅

◦
市
内
の
住
宅

◦
現
在
住
ん
で
い
る
住
宅

◦
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
新
築
さ

れ
た
2
階
建
て
以
下
の
木
造
住
宅

※
建
築
基
準
法
の
改
正
に
よ
り
、
そ
れ

以
降
の
建
築
物
は
耐
震
性
が
高
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

▪
申
し
込
み
方
法
は

　

建
築
課
で
随
時
受
付
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
郵
送
で
の
申
し
込
み
も
で
き

ま
す
。
診
断
申
込
書
に
ご
記
入
の
う
え
、

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。（
診
断
申
込
書
は
、

市
役
所
や
渥
美
支
所
、
赤
羽
根
市
民
セ

ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

▪
調
査
方
法
は

　

愛
知
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
員
（
建

築
士
）
が
市
か
ら
派
遣
さ
れ
、
基
礎
・

壁
の
バ
ラ
ン
ス
・
壁
の
強
さ
な
ど
か
ら
耐

震
調
査
を
行
い
ま
す
。

▪
結
果
報
告

　

診
断
結
果
の
ほ
か
、
耐
震
改
修
の
た

め
の
概
算
工
事
費
の
算
出
を
し
、
必
要

に
応
じ
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▪
結
果
が
悪
い
場
合
は　

　

補
強
・
改
修
を
お
薦
め
し
ま
す
。
補

助
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
建

築
課
へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

▼
建
築
課
☎
23
局
３
５
２
６

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

◉ほの国こどもパスポートでお得な施設利用
小中学生の皆さんがお持ちの「ほの国こどもパスポート」で、
使用料などが無料になる奥三河の施設をご紹介します。

◉グリーンメッセージとは？
　愛知県と長野県の県境、津具高原にある田原市の
交流拠点施設で、奥三河の大自然が満喫できるペンシ
ョンです。道の駅「つぐ高原グリーンパーク」のすぐ隣に
あるので、車でのアクセスも良好です。
◉田原市民にお得な割引制度
　田原市の施設ですので、市民の皆さん（市内在勤・在
学含む）には、お得な宿泊料金になっています。
◎洋室１泊２日（田原市民料金）

区分 ２食付き 食事なし
高校生以上 5,850円 1,740円
小・中学生 4,260円 1,180円

●お問い合わせ
・田原市役所 政策推進課☎23局3507
・グリーンメッセージ（田原市ふれあいの館）
 ☎（0536）83局2343　  http://juns-kitchen.com/

～国内外との交流・多文化共生～

つぐ高原ペンション　グリーンメッセージ
姉妹都市、設楽町にある田原市ふれあいの館「グリーンメッセージ」をご利用ください。

所在地 施設名 無料になる使用料など

設楽町
歴史の里　田峯城 入場料

ふれあい広場 温水プールなどの使用料

つぐグリーンプラザ プールおよびトレーニング室使用料

設楽町奥三河郷土館 入館料

東栄町
東栄町民芸館・博物館 入館料

花祭会館 入館料

とうえい温泉 入浴料

豊根村

茶臼山高原の美術館 入館料

森遊館 プールおよびトレーニング室使用料

湯～らんどパルとよね 入浴料

茶臼山高原スキー場 冬季リフト料金

湯の島温泉 入浴料
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請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、提
出
。

（
申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
随
時
受
付
。　

▼
そ
の

他
＝
登
録
者
に
は
優
先

的
に
統
計
調
査
の
仕
事

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
担
当
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
総
務
課

☎
23
局
３
５
０
６　

23
局
０
１
８
０

　

toukei@
city.tahara.aichi.jp

　
http://w

w
w

.city.tahara.aichi.jp/
city/statistics/chosain_bosyu.htm

l
▼
募
集
人
員
＝
１
名　

▼
採
用
期
間
＝
７

月
１
日
～
８
月
29
日　

▼
勤
務
場
所
＝
田

原
市
役
所　

▼
勤
務
内
容
＝
パ
ソ
コ
ン
に

よ
る
デ
ー
タ
入
力
な
ど　

▼
勤
務
形
態
＝

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
９
時

～
午
後
５
時　

▼
賃
金
＝
時
給
８
３
０
円

▼
選
考
方
法
＝
面
接（
詳
細
は
後
日
通
知
）

▼
申
し
込
み
＝
６
月
17
日
（
火
）
ま
で
に

農
政
課
に
あ
る
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
提
出
／
郵
送
の
場
合
は
締
切
日

必
着

▼
農
政
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
３
５
１
７　

22
局
３
８
１
７

▼
対
象
＝
統
計
調
査
に
興
味
の
あ
る
方　

▼
調
査
期
間
＝
約
２
カ
月
間
（
う
ち
実
働

は
１
カ
月
程
度
）　

▼
調
査
範
囲
＝
市
の

指
定
す
る
調
査
区
内　

▼
業
務
内
容
＝
調

査
対
象
へ
の
訪
問
、調
査
票
記
入
の
依
頼
・

説
明
お
よ
び
調
査
票
の
回
収
※
事
前
に
市

の
開
催
す
る
説
明
会
に
出
席　

▼
賃
金
＝

３
～
５
万
円
程
度　

▼
選
考
方
法
＝
面
接

（
詳
細
は
後
日
通
知
）
▼
申
し
込
み
＝
総

務
課
に
あ
る
田
原
市
統
計
調
査
員
登
録
申

　

県
内
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
お
い
て

消
費
生
活
相
談
を
担
う
こ
と
の
で
き
る
人

材
を
養
成
す
る
た
め
、
消
費
生
活
相
談
員

養
成
研
修
を
開
講
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
消
費
生
活
専
門
相
談
員
の
資
格

取
得
後
、
県
内
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
で

勤
務
す
る
こ
と
を
強
く
希
望
す
る
方
な
ど

※
就
職
を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。　

▼
募
集
人
員
＝
20
名
程
度　

▼
実
施
時
期
＝
7
月
～
11
月（
50
日
程
度
）

▼
場
所
＝【
座
学
研
修
】
名
古
屋
駅
近
辺

【
実
地
研
修
】
最
寄
り
の
県
民
生
活
プ
ラ

ザ
（
予
定
）　

▼
受
講
料
＝
無
料
（
修
了

者
に
は
交
通
費
を
支
給
）　

▼
申
し
込
み

＝
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
必
要
書
類
を
入

手
・
作
成
の
う
え
、
6
月
11
日
（
水
）
ま

で
に
郵
送
に
て　

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
商
工
観
光

課
で
配
布
す
る
募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
県
民
生
活
部
県
民
生
活
課

☎（
０
５
２
）９
５
４
局
６
１
６
５

　
http://w

w
w

.pref.aichi.jp/
0000067953.htm

l

　

省
エ
ネ
対
策
や
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
、
料

理
教
室
な
ど
、
暮
ら
し
を
よ
り
よ
く
す
る

た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
の
で
、
興

味
の
あ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
く
ら
し
の
向
上
に
関
心
を
持

つ
市
内
在
住
の
方　

▼
会
費
＝
年
額

１
０
０
０
円

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
２
２　

22
局
３
８
１
７

　

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
施
設
な
ど
の
照
明
を
消

す
「
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
へ

の
参
加
事
業
所
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
事
業
所
な
ど　

▼
内
容
＝

６
月
21
日
（
土
）
～
７
月
７
日
（
月
）
／

午
後
８
時
～
10
時
の
２
時
間
、
施
設
照
明

な
ど
を
消
灯　

▼
申
し
込
み
＝
６
月
13
日

（
金
）
ま
で
に
環
境
政
策
課
に
あ
る
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
直
接
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
に
て
／
登
録
票
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可　

▼
そ
の
他
＝
参
加
事
業
所
数
な
ど
の
実
施
状

況
を
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表

▼
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
地
域

協
議
会
事
務
局
（
環
境
政
策
課
内
）

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

田
原
市
地
域
農
業
再
生
協
議
会

臨
時
職
員

募
集

W
A
N
TED

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

参
加
事
業
所

消
費
生
活
相
談
員
養
成
研
修

研
修
生

登
録
調
査
員

田
原
市
生
活
学
校　

会
員
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電波利用環境保護周知啓発強化期間
６月１日日～１０日火

守ろう！電波のルール

電波を使うには原則免許が必要です。
電波のルールを守りましょう。

　 ▼総務省 東海総合通信局
　不法無線局の相談☎（０５２）９７１局９１０７
　テレビ等の受信障害の相談☎（０５２）９７１局９６４８
　　  http://www.soumu.go.jp/soutsu/tokai/

　

田
原
市
歯
科
医
師
会
で
は
、
６
月
の
歯

と
口
の
健
康
週
間
に
合
わ
せ
て
、
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
田
原
市
在
住
の
方　

▼
日
時
＝

6
月
8
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
1
時

▼
場
所
＝
田
原
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
内
容
＝
フ
ッ
素
塗
布
、
歯
科
健
診
、
歯

並
び
や
歯
周
病
、
義
歯
な
ど
の
相
談
、
歯

ぐ
き
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
ミ
ニ
講
演
会
、

小
中
学
生
が
描
い
た
ポ
ス
タ
ー
展
示
な
ど

▼
参
加
料
＝
無
料
（
申
し
込
み
不
要
）

▼
健
康
課

☎
23
局
３
５
１
５　

23
局
３
８
１
０　

◉
運
動
計
画

◦
全
国
で
街
頭
検
査
を
計
画

◦
「
不
正
改
造
車
１
１
０
番
」
の
設
置

◦
不
正
改
造
実
施
者
に
対
す
る
立
入
検
査

な
ど

◦
自
動
車
使
用
者
な
ど
へ
の
啓
発

▼
国
土
交
通
省
自
動
車
局
整
備
課

☎（
０
３
）５
２
５
３
局
８
６
０
０

◉
未
来
に
残
そ
う
青
い
海

◦
吸
殻
、
釣
り
糸
な
ど
を
海
に
ポ
イ
捨
て

し
な
い

◦
弁
当
容
器
、
空
き
缶
な
ど
の
ご
み
は
持

ち
帰
る

◦
使
用
し
な
く
な
っ
た
ボ
ー
ト
は
放
置
せ

ず
、
適
正
に
処
分
す
る

◉
海
洋
汚
染
も
１
１
８
番

　

海
へ
の
ご
み
投
棄
や
海
洋
汚
染
、
海
で

の
事
件
・
事
故
を
見
か
け
た
ら
、
１
１
８

番
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
三
河
海
上
保
安
署

☎（
０
５
３
２
）34
局
０
１
１
８

遅
れ
や
情
緒
に
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん

▪
豊
橋
聾
学
校
（
豊
橋
市
草
間
町
）

☎（
０
５
３
２
）45
局
２
０
４
９

   

（
０
５
３
２
）47
局
７
５
４
５

▼
期
日
＝【
高
等
部
】見
学
説
明
会
６
月
17
日

（
火
）午
後
１
時
30
分
～
３
時
20
分　

▼
対
象

＝
聴
こ
え
や
こ
と
ば
に
障
害
の
あ
る
中
学
生
と

そ
の
保
護
者

▪
大
府
特
別
支
援
学
校（
大
府
市
森
岡
町
）

☎（
０
５
６
２
）

48
局
５
３
１
１

▼
期
日
＝
【
小
・

中
学
部
・
高
等

部
】
10
月
28
日

（
火
）、
11
月
14

日
（
金
）　

▼
対
象
＝
病
気

で
入
院
し
て
い
る
お
子
さ
ん

▼
学
校
教
育
課

☎
23
局
３
６
７
９　

22
局
３
８
１
１　

　

国
土
交
通
省
は
、
関
係
省
庁
、
自
動
車

関
係
団
体
な
ど
と
連
携
し
、
６
月
を
「
不

正
改
造
車
を
排
除
す
る
運
動
」
の
強
化
月

間
と
し
て
特
に
強
力
に
運
動
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
ど
の
よ
う
な
改
造
が

不
正
改
造
に
な
る
の
か
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
き
、
そ
の
排
除
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

  

　

来
年
度
に
小
・
中
・
高
等
学
校
入
学
予

定
で
、
障
害
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
お
子
さ

ん
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
特
別
支
援

学
校
の
様
子
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

体
験
入
学
を
行
い
ま
す
。

　

希
望
の
方
は
、
直
接
電
話
で
各
学
校
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
各
特

別
支
援
学
校
で
は
、
体
験
入
学
以
外
の
日

に
も
随
時
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

▪
豊
橋
特
別
支
援
学
校（
豊
橋
市
西
口
町
）

☎（
０
５
３
２
）61
局
８
１
１
８

▼
期
日
＝【
小
・
中
学
部
】６
月
27
日（
金
）、

10
月
24
日
（
金
）【
高
等
部
】
進
学
説
明

会
６
月
9
日
（
月
）　

▼
対
象
＝
手
足
の

不
自
由
な
お
子
さ
ん

▪
豊
川
特
別
支
援
学
校（
豊
川
市
平
尾
町
）

☎（
０
５
３
３
）88
局
２
５
５
３

▼
期
日
＝
【
小
学
部
】
７
月
22
日
（
火
）、

10
月
27
日（
月
）【
中
学
部
】７
月
23
日（
水
）

【
高
等
部
】
入
学
相
談
会
７
月
24
日
（
木
）

▼
対
象
＝
知
的
な
発
達
の
遅
れ
や
情
緒
に

障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん

▪
豊
川
特
別
支
援
学
校
本
宮
校
舎
（
豊
川

市
大
木
町
）

☎（
０
５
３
３
）93
局
０
５
１
５

▼
期
日
＝
【
高
等
部
】
学
校
説
明
会
６
月

３
日
（
火
）　

▼
対
象
＝
知
的
な
発
達
の

◉
ク
ー
ル
ビ
ズ
の
お
知
ら
せ

　

６
月
１
日
日
か
ら
９
月
30
日
火
ま

で
を
ク
ー
ル
ビ
ズ
の
期
間
と
し
、
職

員
は
軽
装
で
業
務
に
あ
た
り
ま
す
。

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

歯
の
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

開
催
し
ま
す

県
立
特
別
支
援
学
校
体
験
入
学

不
正
改
造
車
を
排
除
す
る
運
動

６
月
１
日
日
～
30
日
月

海
洋
環
境
保
全
推
進
月
間

６
月
１
日
日
～
30
日
月

生
活

LIFE
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其の

158

文化生涯学習課 　２３局３６３５
　　　　　　　 　２２局３８１１

　

水
は
人
々
の
生
活
に
必
要
な
、
命
と
も

い
え
る
も
の
で
す
。
昔
か
ら
人
々
の
住
む

条
件
と
し
て
、
水
を
得
る
場
所
が
必
須
で

し
た
。

　

渥
美
半
島
は
、
水
に
恵
ま
れ
な

い
半
島
で
す
。
特
に
水
の
確

保
が
難
し
く
、
深
刻
だ
っ

た
太
平
洋
岸
沿
い
の
地

区
で
は
、
か
つ
て
雨
水

を
「
た
た
き
」
と
呼
ば

れ
る
貯
水
槽
に
た
め
、

大
事
に
使
っ
て
い
ま

し
た
。
お
風
呂
は
そ
の
水
を

腰
が
つ
か
る
程
度
に
し
ま

す
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
垢

を
す
く
っ
て
は
何
度
も
沸
か

し
な
お
し
、
最
終
的
に
は
水

ま
き
用
に
使
う
な
ど
、
最
後

の
一
滴
ま
で
大
事
に
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
一
例
に
過
ぎ
ま

せ
ん
。

　

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い

た
ら
、
知
り
合
い
か
ら
写
真

の
火
鉢
を
紹
介
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
火
鉢
の
横
に
は
、
白
い
下
地

に
竹
の
葉
が
水
墨
画
の
よ
う
に
簡
略
に
描

か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
昭
和
三
十
七

年
七
月　

宇
津
江
簡
易
水
道　

竣
工
記

念
」
と
書
き
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
簡
易

水
道
と
は
聞
き
な
れ
な
い
方
も
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
簡
易
水
道
と
は
、
現
在
の

上
水
道
が
整
備
さ
れ
る
前
の
も
の
で
す
。

　

人
々
は
家
の
井
戸
、
共
同
井
戸
、
地

下
水
が
湧
き
出
す
水
場
な

ど
で
、
飲

み
水
な
ど

の
生
活
水

に
利
用
し

て
き
ま
し

た
。
田
原

市
で
は
昭
和
20
年
代
後
半
か
ら
地
下
水
の

水
源
を
利
用
し
、
村
や
地
区
で
組
合
を
つ

く
り
、
簡
易
水
道
の
整
備
が
始
ま
っ
て
い

き
ま
す
。
赤
羽
根
町
史
に
も
「
飲
料
水
の

確
保
は
長
い
間
の
懸
案
事
項
」
と
あ
る
よ

う
に
渥
美
半
島
の
住
民
共
通
の
悩
み
だ
っ

た
飲
料
水
の
確
保
。
こ
の
整
備
の
お
か

げ
で
安
定
し
た
水
質
・
水
量
が
確
保
さ

れ
、
悩
み
は
解
消
さ
れ
て
い
っ
た
の
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
事
業
を
進
め
る
に

あ
た
っ
て
は
地
元
の
方
々
の
大
変
な
ご

苦
労
と
努
力
が
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
く
、
そ
の
完
成
の
喜
び
は
大
き

か
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
写
真
の
火

鉢
は
、
こ
の
喜
び
が
表
さ
れ
た
記
念
品

で
す
。
ま
た
、
記
念
品
が
火
鉢
で
あ
る

　

水
の
あ
り
が
た
さ

こ
と
も
、
生
活
に
根
付
い
た
心
配
り
で
、

と
て
も
温
か
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
田
原
市
で
は
す
べ
て
上
水
道
事

業
と
な
り
、
一
部
を
除
い
て
豊
川
用
水
を

水
源
と
す
る
愛
知
県
営
水
道
か
ら
受
水
し

て
い
る
た
め
、
簡
易
水
道
は
そ
の
役
割
を

終
え
て
い
ま
す
。

　

家
庭
で
も
、
畑
で
も
蛇
口
を
ひ
ね
る
だ

け
で
水
が
出
る
。
私
た
ち
は
豊
か
な
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
地
元
の
人
が
水
で
苦
労
し
た
話
は
、

今
で
は
想
像
が
つ
か
な
い
遠
い
昔
の
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ

ま
で
に
携
わ
っ
た
人
々
や
関
係
者
、
そ
し

て
水
源
地
の
方
々
に
深
く
感
謝
し
、
水
を

大
切
に
使
い
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
増
山
）

【
表
紙
の
写
真
】新
三
河
田
原
駅
の
朝

▼
一
日
は
、さ
わ
や
か
な
朝

か
ら
始
め
た
い
も
の
で
す
。

嫌
な
こ
と
が
あ
っ
た
日
も

悩
ん
で
し
ま
っ
た
夜
も
、太
陽
が
昇

れ
ば
誰
に
で
も
平
等
に
朝
が
や
っ
て

き
ま
す
。い
つ
も
よ
り
ち
ょ
っ
と
早

起
き
し
て
、ま
だ
冷
た
く
て
澄
ん
だ

空
気
を
思
い
っ
き
り
吸
い
込
ん
で
み

る
。す
る
と
、体
中
で
感
じ
る「
朝
」。

さ
ぁ
、私
の
一
日
が
始
ま
り
ま
す
。

（
Ｍ
）

▲高松町に残る「たたき」

▲簡易水道完成記念火鉢
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